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	2017国際医用画像総合展(ITEM in JRC2017) JIRA記者会見
	②
	2017年度　JIRA 活動基本方針
	 「地域包括ケアシステム」構想に向けた画像医療システム産業発展への貢献
	 がん、循環器疾患、精神疾患などの早期画像診断、粒子線による最先端の放射線治療など、新領域における画像医療システム市場拡大に向けた規制緩和、国際標準化を推進する。
	 薬機法施行後も質の高い医療環境の促進に資する規制体系の実現に注力するとともに、研究開発の実用化のための審査体制の整備に関する提言活動を推進する。
	また、「臨床研究法案」の動向を注視し、成立後の政省令につき、会員企業と情報を共有する。
	 診療報酬制度における医療機器の適正な評価の実現、およびベースとなる環境（放射線 線量管理、感染防止対策、機器の保守管理、省エネルギー、モニタ精度管理、サイバーセキュリティ対策）の充実に注力し、安全保証・精度保証・運用保証の実現を目指した国民医療費の適正化、医業経営の合理化に貢献する。

	 ICT技術を活用し医療に貢献
	 「次世代型保険医療システム(次世代ヘルスケアマネジーメントシステム・オープンな情報基盤・データ利活用プラットフォーム)」の構築に関する提言とその領域での事業拡大に貢献する。
	 医療領域でのICT利活用に向けた規制緩和、国際標準化を推進し、その安全性の確保(放射線 線量管理、サイバーセキュリティ対策を含む)のため、医療現場への情報提供、および関連法制度整備への提言活動を推進する。

	 医療、医療システムの国際展開を支援
	 DITTAの副議長として、規制・規格の国際整合についての中期的な活動計画を策定し、IMDRF、および他の関係団体と協力しながら国際規格策定プロセスを改善し、規制へ適用の際の課題解決を加速する。
	 政府の健康・医療戦略である医療システムの海外輸出に連携し、各国規格・制度の国際整合推進、新興国の市場情報収集、行政機関やJETROなどと協調した活動を通して、会員企業の海外進出支援、およびMEJとの連携を行う。

	 JIRA 基盤活動の充実と事業拡大に向けた活動強化
	 中小、IT関連企業の経営力強化のため、情報共有、ビジネスマッチング活動、医療系ベンチャー支援、人材育成支援、刊行物発刊、セミナー開催など、実効性のある施策を展開し、会員企業数を拡大する。
	 グローバルを含めた戦略的広報活動を推進する。
	 自主統計、調査・研究活動を推進する。
	 財政基盤の強化を図るため、展示事業や教育事業の拡大、および新規の認定制度を立ち上げる。
	 GHS協議会活動を通し開発ガイドラインとマークの普及を進め、利用者に優良なヘルスソフトウェアを提供するための環境を整備する。
	 画像を含む医療情報の利活用拡大など、医療体制の変化に伴う他団体(医療機器センター等)との連携を強化する。



	②
	JIRAの沿革


